
枚方淀川探鳥会2024年5月
2024年(令和6年)5月5日(日) 9:00～12:00

日本野鳥の会大阪支部

前田初雄、甲田正二、西脇淳浩、香月清宏、

松井正夫、新名泰博、平 軍二（ 090-6901-1425）Ⅰ 今月の鳥・マガン

←マガン
先月４月の探鳥会で

マガンが確認されまし

た。

マガンは大阪府内で

数年に一度程度の割

合で観察されている

が、ほとんどが淀川

河川敷か、その周辺

になっている。

Ⅰ-① マガン大阪府鳥類目録2016 ↓
（日本野鳥の会大阪支部）

観察例が淀川水域に集中しており、淀川牧野・枚

方市岡（淀川）など、今日の探鳥コースで確認さ

れている。

マガン ⻄脇淳浩

Ⅰ-② マガン全国鳥類越冬分布調査 ↓

2016-2022(バードリサーチ・日本野鳥の会)

最近（2010年代）は1980年代より、生息数が大幅に 増加している。

Ⅰ-③ マガン繁殖・越冬分布図 →
真木・大西 日本の野鳥590 (2000年)平凡社

マガンの繁殖地は寒帯（北極圏）、越冬地は温帯。

**************

環境省の「モニタリングサイト1000」の調査で冬季の大規模な渡来地として伊

豆沼・蕪栗沼（宮城県）があり、両池とも生息数が６万羽以上のマガンが集まる。

春の渡りで八郎潟（秋田県）・宮島池（北海道）に移動するとのこと。

他にはi宍道湖（島根県）・片野鴨池（石川県）に1000～3000羽、少数であるが

琵琶湖でも観察できる。
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト
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Ⅲ 先月(4月7日)探鳥会報告
集合地点でサクラに来ているヒヨドリ・スズメを観察、

スタート直後に関⻄医⼤の建物の隙間にムクドリ・スズメ
の巣があり出入りを繰り返していた。
淀川河川敷に入ってからはシジュウカラ・ウグイス・メジ
ロ・ホオジロのさえずりが切れ目なし、キジも姿は見えな
かったが「ケーン・ケーン」を聞かせてくれた。 淀川本
流に残っているカモは、キンクロハジロ（31羽）が多かっ
たが、オカヨシガモ・ヨシガモ・ヒドリガモ・カルガモ・
ホシハジロは一けた台であった。オオバンは数多く（66
羽）残っており、中に1羽一部白化個体がいた。また、天野
川岸の石の上から、近くの草を食べるオオバンがいた。ま
た冬の間は白い⾸が⻑く見えるカンムリカイツブリ、名前
の通りに冠を飾った繁殖羽に変化した個体がいた。
今月の目玉の鳥はマガン、枚方淀川では2001年・2002年、
そして2015年に記録されている。今回はオオタカのために
残した「オオタカの森」すぐ下流側で、樹林伐採後の草原
にいて、全員で観察できた。
マガンをゆっくり観察したい方がおられると思われること
から、探鳥会は磯島グランドで中締めとした。

Ⅳ 来月2024年６月2日探鳥会 今日と同じように 大阪支部HPからホームズ様式からお申し込みください。

枚方淀川探鳥会のメインルート「野鳥通り」を中心に樹林

が伐採された。

林の鳥はいなくなったが、草原の鳥が良く観察できる筈。

ホオジロ・キジ・オオジュリン・ヒバリ・セッカなどを期待し

ている。

ホオジロ(20230604）平 軍二

ウグイスのさえずる姿を堪能 （西脇淳浩）

タンポポの種子を求めて集まったカワラヒワ （西脇淳浩）

オオバン部分白化個体（西脇淳浩）

餌を探し浅瀬を歩くアオサギ （西脇淳浩）
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